




⑦物資の備蓄について、現物備蓄の適切な管理を行うとともに、地震等でライフラインが断絶した場

合でも、水・燃料等を使わずに授乳することができる乳児用液体ミルクをはじめとする発災初期に

必要な備蓄の確保のほか、食品アレルギーへの対応について、市町に働きかけます。また、民間事

業者の協力を得て行う流通備蓄の確保に向けて協定締結先の拡大などを進めます。 

⑧広域防災拠点について、必要な点検のほか、適切な維持管理を行います。 

⑨広域避難について、海抜ゼロメートル地帯対策の取組として、引き続き、桑員地域２市２町と連携

し、広域避難に係る訓練と検証を進めるとともに、「桑員地域広域避難タイムライン（仮称）」の策

定を支援します。 

⑩「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合に備えて、市町と連携して、県民に対して、防災対

応の必要性を普及啓発するとともに、県、市町、関係機関、企業、県民等がそれぞれ行うべき対策

を検討するなど、地域の防災対応力の充実・強化につなげます。 

⑪地震、台風などの非常災害時にも必要な通信を確保するため、防災通信ネットワークにおける設備

の適正な維持管理を行うとともに、地上系防災行政無線設備および有線系通信設備等について、よ

り信頼性の高い設備に更新する等の再整備を計画的に行います。 

⑫震度情報の収集により、関係機関が地震対策の分析や地震発生時に迅速な災害対応等が行えるよう、

震度情報システムについて適正な維持管理を行うとともに、より信頼性の高い設備に更新する等の

再構築を行います。 

⑬有事への対応をより迅速かつ的確に行うため、三重県国民保護計画の所要の見直しを行うとともに、

計画に基づき、国、関係機関と連携した国民保護共同訓練を実施します。また、ホームページ等に

より県民へわかりやすく情報提供していきます。 

⑭減少傾向にある消防団員を確保するため、市町および三重県消防協会と連携し、機能別消防団員制

度の導入及び女性消防団員加入促進の取組を誘導するとともに、幅広い層を対象に消防団員の裾野

を広げる取組を積極的に進め、消防団の充実・強化を図ります。また、「三重県消防広域化及び連携・

協力に関する推進計画」に基づき、消防の広域化および連携・協力の推進等に取り組みます。 

⑮高圧ガス等の産業保安については、適正な保安管理等を徹底するため、引き続き保安検査、立入検

査等を実施するとともに、自主保安の推進を支援するための研修等を行います。また、「三重県石油

コンビナート等防災計画」に基づき、コンビナート事業者の防災対策を促進します。 

 

 

⑯災害時においても全ての病院で必要な医療が提供できるよう、引き続き、ＢＣＰの考え方に基づく

災害医療マニュアルの整備促進と定着化を図ります。また、災害医療を支える人材育成を進めるた

め、災害医療コーディネーター研修等の内容を充実するとともに、ＤＭＡＴの訓練への参加促進や、

災害看護研修を実施します。さらに、ＤＰＡＴについては、研修会の開催やＤＭＡＴ等との連携を

推進するとともに、災害拠点精神科病院を指定するなど、災害精神医療体制の強化を図ります。加

えて、災害薬事コーディネーターの継続的な研修を行うなど、災害時の円滑な医薬品等の供給体制

の充実を図るとともに、ＤＨＥＡＴの体制強化のため、県職員が構成員となるための専門研修の受

講や、ＤＨＥＡＴを理解し、受援等を円滑化するための研修会を開催します。 

 

 

⑰県立学校施設の老朽化に伴う危険を防止するため、老朽化対策に計画的に取り組むとともに、猛暑

に備えるための空調整備を進めます。 

 

医療保健部 

教育委員会 





⑦ 国民保護対策費【基本事業名：11202 災害対策活動体制の充実・強化】 

予算額：(R1)  ４１６千円 → (R2)  １，４５２千円 

事業概要：有事への対応を迅速かつ的確に行うため、三重県国民保護計画の所要の見直しを行う

とともに、国及び関係機関と連携した国民保護訓練を実施し、緊急対処事態等におけ

る対応力の強化を図ります。 

 

⑧ （一部新）消防行政指導事業【基本事業名：11205 消防・保安対策の充実・強化】 

予算額：(R1)  ７，２３０千円 → (R2)  １２，６９５千円 

事業概要：消防団員の確保および消防団の活性化を図るため、市町および三重県消防協会の活動

を支援するとともに、県内消防本部間の相互応援や緊急消防援助隊との連携強化など、

消防体制の強化に取り組みます。 

 

⑨ 高圧ガス指導事業【基本事業名：11205 消防・保安対策の充実・強化】 

予算額：(R1)  １８，７７９千円 → (R2)  １６，００８千円 

事業概要：高圧ガスによる災害を防止するため、高圧ガス事業所等の保安管理に関する指導を徹

底するとともに、許認可申請に対する審査および保安検査、立入検査により安全を確

保します。また、企業による自主保安の推進を目的とした研修を行います。 

 

 

⑩ 災害医療体制強化推進事業【基本事業名：11203 災害保健医療体制の整備】 

予算額：(R1)  ３６，３９１千円 → (R2)  ６６，７０８千円 

事業概要：災害時においても病院機能が維持され、必要な医療が提供されるよう、病院における

ＢＣＰの考え方に基づく災害医療マニュアルの策定と定着化を促進するとともに、災

害医療コーディネーター研修や災害看護研修等を実施することにより、災害医療に精

通した人材の育成を進めます。また、ＤＨＥＡＴの体制強化のため、専門研修の受講

や研修会を開催します。 

 

⑪ （一部新）激甚災害時医薬品等備蓄・供給体制整備費 

                    【基本事業名：11203 災害保健医療体制の整備】 

予算額：(R1)  ５，００８千円 → (R2)  ７，１６３千円 

事業概要：関係団体と連携し、災害時においても、備蓄医薬品が適切に管理できるよう、設備の

充実を図るとともに、災害薬事コーディネーターの養成、委嘱を行うことなどにより、

災害時の円滑な医薬品等の供給体制の充実を図ります。 

 

⑫ （一部新）ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）体制整備事業 

                    【基本事業名：11203 災害保健医療体制の整備】 

予算額：(R1)  １，７１６千円 → (R2)  ２，０４３千円 

事業概要：災害時において、専門的なこころのケアや精神科医療の提供が円滑に行われるよう、

ＤＰＡＴ構成員を対象に研修・訓練を実施するとともに、新たに災害拠点精神科病院

を指定し、災害時の精神科医療体制の強化を図ります。 
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⑬ 校舎その他建築費【基本事業名：11204 教育施設の防災対策】 

予算額：(R1)  １，９０６，２２３千円 → (R2)  １，９４７，０９２千円 

事業概要：県立高等学校について、施設の安全性を維持するため、県立学校施設の長寿命化計画

（令和元年度内に策定予定）に基づき、トイレの洋式化など設備面での機能の向上も

含め、計画的な老朽化対策に取り組みます。また、猛暑から子どもたちの命を守るた

め、空調設備が未整備の普通教室について、空調設備整備工事に取り組みます。 

 

 

 

⑭ （一部新）災害警備対策費【基本事業名：11202 災害対策活動体制の充実・強化】 

予算額：(R1)  ２，４１７千円 → (R2)  ８，２３３千円 

事業概要：大規模災害発生時における被害状況の早期把握等のため、緊急走行を可能とするオフ

ロードバイクを配備します。また、災害警備活動を迅速かつ的確に実施できるよう、

関係機関との連携の強化を図るとともに、実戦的な訓練を実施します。 
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